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19． 先 3ミ性筋性斜頸に就い て

　　　 （名市大） 水 野潤「
一
二，rt井邦男，山岸 敏子

　先 天性筋性斟頸 の 本態 冫 並 び に其の 發生磯轉に關 して

は 古來幾多・の 詮 が あ る が ， 尚 お 全 く解明 されて い な い の

、
“
現況 で あ る．

　偶 々 吾が 效室 に 於 て 最近經驗 せ る 骨盤位分娩例 に て 斜

項 を來 せ る もの 意外に 多 い の に 驚ぎ，調査 を開始 した．

　本謹婦人科學歡毟及び 本整形外科、こ 於け る統計 よ り

1）骨盤位分娩兇 の 約30％ に 斜頸が 見 られ ，
2）骨盤位分娩

艶に は 頭位分 埀鯢 に 於け る よ り約3：）倍 の 頻度 に ，先 天 性

筋性斜頸が 見 ら れ る ， と い ⊃結果を得 た ．

　近時 は 先 天 性筋性斟頸 の 發生 城 確 と し て ，子 宮内及 び

産迢 に 於 け る曜迫 が ， 其 の 重要 な 要因 と 考 え ら れ て い る

歩隶で あ る が，我々 ｝よ此 才し等 x 檢討 しつ 丶 其 の 原囚究 巨月を

志 した．黜ち ， 妊娠時 子 宮内：¢ 於ける胎兒姿勢及び骨盤

f槻 1亅｝時 に 於け る胎児姿勢 を，レ ソ ト ゲ ソ 臨 こ依 り把握

す る と 共に ，胸鑽乳 捺 ロふ 所 屬 血 管祚經 ）：，．露出 刃 5兒 を

して 該姿勢を 把 ら せ
， 子 宮内 に 於 Jsる圧迚，薐道内 通 遏

時 の 壓迫 ， 受傷の 酊能性を 手計 した 。

　尚 お ， 骨盤 f
【《
て し て 斜頸 を 嚢 生 せ る 兒 ぐ二も生 下薦：既 ［こ

兜頭 ， 顔而或 は 耳奔の 左右 不 均齊が 見 ら れ る輿 に 9t
’．
日，

之 よ ry子 宮内 に 於 け る胎 兒 盗勢 を推察 し，該 變形 り 由 來

と 劔頸發
「
宝 と の 關係 を追求 した。

2  ． 噺謹兇 幽門痙欒癒 の 漸知見 に就い （

　　　　　　　　　　　　　〔小esil，〕　本　ftil−一⊥蕚1〜

　新釐兒幽門庫攣症は 羞i科及 び 小兒科頂域 に 於 て ， 稀 に

邁遏す る 疾患 な る も蕗 の 本態 は 未 だ 定 読 な く， 從 て 其治

療 も
一

走 を 見 ！£ い ．余 な 最近木症 4 例を 經驗 し， 何れも

結腸機能不 全 を佯 い
， 之 冫1 尚評す る事 に ょ り治癒せ しめ

得 た，よつ て新窪兇幽門庫攣塵發 生幾鱒 に結腸機能不 全

P

閣與 す る 新矩見 を發表 し，該方面研究發展 の
一．一

資 と し

た い ，余 り 所謂結腸薩能判定法 と は 2 ％ 42 °C 高湿高張

食鹽水 を イ ル リ ガ ートル IC一よ り黎米高 さ よ り徐 々 に ，肛

門 よ り直嚇 ．注腸せ しめ ， 一れに Jlり直腸 が急激 に 擴張

便 意 を催 す 1
・
c 至 る 直 腸 り 收容量 に よ つ て 刋定 翫 しる もの

に して ， 正 常に 於け る 直腸收各量 は 膀胱牧容量 と 同嫌年

攤 に 賺 じ
一

定 に し て ，斬薤兒幽門痙攣症 の 際1
’
c，　i・・k’　， こ の

直腸牧容量 は 70co 以 上 を 示 し ， 正 常 の 轍ヂ 戊上 を有 し，

結腸弛 緩 を 物 語り，輕映す る と 共 ：こ正 常、一復 Lア是 に 比

例 し て 吐乳囘數が減少 し軽快せ し 　得 た ．4 例共 1こ 吐 孚し

を 主 訴 と し ， 從來 の 治療法 に よ り種快を 見なか つ た もの

L
’
の 蕉）・

　 よ つ て 余は 薪謹見幽門痙攣症 は 從 來 留意せ られ な か つ

た 織 」磯 能不 全 が 認 め られ ， 幽門 1こ 對 し何等加療ぜ 1 ミ

注腸療法 の み に よ り治癒 士 る事實 よ り， 本症發生 に 結腸

機能不 全 の 關興 を強 調 した い ．倚お 結陽機能不 全 と余 が

名附 け て 居 る の は結腸機能失調 に 基 づ く機能酌腸疾患，

例身．ば S 字結腸移動症，ヒ ル シ ュ ス プ ル ソ グ 氏 病 ， 移動

盲腸症 の
‘
部等，便祕 を俘 う疾 患 群 を假稱 した も の で あ

る ．Pl．つ 結腸機能不全 ぶ新愈皃 に 來 り易 い 事 は ， 大正 末

期 ：こ 弘氏 （現北大小兒科里教授）が 東大及び東京濱田病院

に 於げ る ｝黄軸 な 研究 が あ り，余 も本 注 腸法 に よ り砿 め た．

　終 ヴに 本注腸法 の 藥理騨韓 に 就 き言及せ ん とす ．

2豊． 齢 因畢に依 る斬産鬼赤芽細胞症 の 3 例 と

　　 奨の 豫後 に就い て

　　　　　　　 （日赤巾央）　小 澗猛 f， 塩 津英晤

　第 エ例 廊
｝

甲 丹 OcdE 父 BcDE 子 OcDE

　 5 囘正 常分娩 ， 〕：i チ は 鮭存他 は 凡 て 生 後3〜蕊 日 に て

何 れ も輩 症只 痢 こ て 死 亡
『
t］
g．2 囘 人 工 流謹 1 囘自然流薤

した ．Rh 抗體價 は 妊娠前 ／ ヵ 月 驚 24，妊娠 4 ヵ 月 204S．

妊娠 6 カ 月fl　 ・，妊娠 8 カ 月 ！024
， 妊娠 鱒 カ 月 2048，分

娩後 3 「UO24，分 娩後 7 ヵ 月 （入工 流崖 3 力 刀夢1∫管結紮，

2048 ， 15ヵ 月 コOL［2048 ， 25 ヵ 月 IORIO24 で あ る．默釐1「1

赤 芽細 胞 は 有核細胞20：〕に 醤 し29，交換險血 200歪 3 卜嗣

死 亡 した，妊 娠中，胎勣，心 晋 は 著明 で ，つ た．

　第 2 例 血 液型 母 A ．BcdE （29 歳）， 父 BCDe ，子

BCDe （汎發性胎兒 水膣 ， 死 謹）

　 5 囘經羞i3囘正 常分 娩， 1子 は 生 後 6 カ 月死亡 ，創 ll

何れ も
．ゴ
：症黄疸に

『
〔：3 目 臼死亡 ， 3 囘 口， 5 囘 日は死奩

す ，
Rh 抗膿價 は 妊娠 3 カ 月 128，妊娠 5 ヵ 月　］・ij2S，妊娠

7 カ 月 鷹   妊娠 9 ヵ 月 矼 2，初妊娠 憩 カ 月 窃64
，妊娠  

ヵ 月終 32，　う至娩 後 3 ヵ 月2C 日2：48 ，　　9 カ 月 20日］．28　
Utt

あ

る，汎發 陸水 魎明 台晃 を 死 薤 した．赤 芽細胞は 有｛灘 胞

2
へ
に 對 し携 7で 乱 る．妊娠9 カ 月 末 よ り， 胎動 の 微弱 と

ノよ五）た こ と ・、L　J斥え ， 述♪青 も t
’
rDJi

『6 な カ つ た．

　第 3 例 　血 液隻 　母 A ，cde （  歳），父 A ，　GDE ，子

ACDe （交換楡 ［無 こ て 健有）

　 5 囘主淺 モ 子 ll
・t．fu［　pt， 矼，　III，爪厂子 は 凡 て 重症黄疸 に て

3 田 一1死 亡 し ンヒ ．V 子 は 交換輸 血 に て 健存 す，　 Rh 抗體價

は ，妊娠 4 カ 月 32，妊樮 5 カ 月 5！2p 妊 娠 7 カ 月 陣 24，

妊娠 8 カ 月 「） 　r．　2
， 妊娠 鱒 ヵ 月 2567 分娩後 ！ 日 256

，
8薯日

」．28 で あ る ．赤芽細胞 は 有核細胞200に 對 し遡 て あ つ た G

交換断磁 L5曽 cc に て 健存 す ， 妊娠中胎動心 暫 は 常 に 著明
‘
　 ）つ ，ヒ．

　以 上 3 例 よ ウ Rh 抗冒豊價 ば ，．一般 に 妊娠 5 ヵ 月頃 よ り
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